
日本協同組合学会 第 40 回大会のご案内

開 催 日： 2020 年 8 月 29 日（土）・30 日（日） 

開催方法： YouTube Live および Zoomを用いたオンライン開催

会    場： 福島大学 

※事前申込・参加費共に不要 （個別論題報告のみ 8 月27 日までに事前登録
・ ・

、下記参照） 

＜大会スケジュール ＞ 

第１日目 ８月２９日 土曜日  13：00～ YouTube配信 

内容： 

・挨拶

・会長講演

・大会シンポジウム

・学会賞表彰

・国際交流講演

開催方法：日本協同組合学会公式YouTubeチャンネルによる配信 

http://urx3.nu/ZoAU(右のQRコードからアクセス) 

第２日目  ８月３０日 日曜日 9：30～15：00 

内容： 

・個別論題報告

開催方法：Zoomのウェビナーによる開催（同時双方向） 

申込方法：下記Googleフォームより事前登録を8月27日までにお願いします。 

（後ほど登録者にZoomの招待コードを送付します。） 

https://forms.gle/XQEvv6kRQAUxotfe9 (右のQRコードからアクセス) 
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［ 実行委員会連絡先 ］ 

 日本協同組合学会第40回大会実行委員会 

委 員 長 荒井 聡  （福島大学食農学類） 

事務局長 小山  良太（福島大学食農学類） 

〒960-1296 福島市金谷川1  

福島大学食農学類 

TEL・FAX 024-548-8387   メールアドレス koyama@econ.fukushima-u.ac.jp 

※ 参加申込に関する問い合わせは、本ニュースレター冒頭の学会事務局へメールでお問い合わ

せください。 

 

 

        ８月２９日（土） 大会シンポジウム           
 

日  時：2020年 8月 29日（土）13：00～配信 

開催方法：日本協同組合学会公式YouTubeチャンネルhttp://urx3.nu/ZoAUより配信 

テ ー マ：不確実な時代における地域社会と協同組合 

      ―震災原発事故から10年の福島と協同組合の歩みを踏まえて― 

座   長：小山  良太（福島大学） 

 
＜ 座長解題 ＞ 

 2011年3月11日に発生した東日本大震災から10年を迎えようとしている。福島の復興は中間地点

に差し掛かっている。地震・津波に加え原子力災害の被害地域となった福島県においては、農地の復

旧率（除染を含め営農再開可能な農地）55.6％、漁業産出額回復率 46.7％に留まっている（福島県、

ふくしま復興のあゆみ第23版、2018）。これは放射能汚染に伴い、長期間に及ぶ避難、放射性物質検

査の実施、作付制限・出荷自粛、試験栽培・試験操業など原子力災害特有の被害を回復させることの

困難性を表しており、まさに「社会変動」を体現している。 

 本学会では、2011年5月28日第30回春季大会「協同組合の社会的価値を問う―国際協同組合年と

協同組合憲章―」（座長：富沢賢治・聖学院大学）において、第2報告「食糧問題に果たす協同組合の

社会的役割」（小山良太・福島大学）、第3報告「自然環境保全とエネルギー問題に果たす協同組合の

社会的役割」（河野直践・茨城大学）の中で、福島第一原発事故と食・農・エネルギー問題に関わる協

同組合組織の機能と役割について検証した。これを受け、被災地福島において2013年5月18日第32

回春季大会「原子力災害から農とくらしの復興を－食・エネルギーと協同組合間協同－」（座長：濱田

武士・東京海洋大）を開催し、第１報告「福島原発事故から3年、福島県農業の再生の取り組み」（長

島俊一・福島県農業協同組合中央会常務理事）、第２報告「原発事故と漁業の再生－原子力政策と日本

漁業－」（二平章・茨城大学地域総合研究所客員研究員）、第３報告「放射能汚染問題とくらし・生活

の再建」（熊谷純一・福島県生協連会長）、第４報告「地域エネルギーと協同組合」（高橋巌・日本大学）、

第5報告「穀物採食や自然療法をとおした地域の命の砦活動」（有馬克子・銀河のほとり代表）の報告

を受け、原子力災害の長期性、分断性、不可逆性について検証し、協同組合間協同による復興の在り

方を議論した。また、持続可能な地域社会の形成と協同組合研究（福島の今後を考える）部会におい

ても、福島の復興の在り方とあわせて新しい地域社会形成に果たす協同組合の役割について検討を重

ねてきた。 

現在、被害地域に残る最大の課題は社会関係資本の損害が継続していることである。これまで地域

で培ってきた産地形成に関わる投資、地域ブランドなど市場評価を高めるための生産部会活動、農村

における地域づくりの基盤となる人的資源やそのネットワーク構造、コミュニティ、文化資本など多
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種多様な社会関係資本が損害を被り、地域社会は危機の段階から変動を前提した構造に変化した。避

難指示区域では十数年におよびこれら地域資源・社会関係資本を利用することが出来ない。この損失

分をどのように測定するか、対策としてどのように穴埋めするか、このことは極めて重要な問題とな

る。現段階では、原子力損害賠償紛争審査会（原子力損害の賠償に関する法律第18条に基づいて文部

科学省に臨時的に設置される機関、2011年4月11日設置）でもまったく手つかずの状況である。 

原発事故という「危機」を経験し、福島県の被災者・住民は様々な局面で分断されてきた。放射能

のリスクに関する考え方、事故直後に避難したのかしなかったのか、福島県産農産物を食べるのか食

べないのか、福島で子育てを行うのか、避難指示解除区域に帰村するのか避難を継続するのか、賠償

金を貰っているのか貰えないのか。様々な場面で分断が継続・深化している。それぞれ異なる意見を

一つにまとめるためには時間がかかる。原子力災害の最大の損害は再生の準備のための時間を奪った

ことに他ならない。緊急時の復旧段階から本格的な復興段階に移行するにあたり、このような損害と

損失、損害の現象形態を整理した上での復興政策の策定が必要である。 

原子力災害発災10年を機に検討されている放射能汚染対策、放射性物質検査体制の転換に対し、こ

の間の「風評被害」状況及び流通構造の変化を踏まえた新たな検査制度、産業振興政策の構築とそれ

に基づく産地形成の在り方を検証する必要がある。そのためには震災10年の間に何が損なわれ、何が

回復可能であったのか、原子力災害の損害構造を明確にすることが必要であり、原子力災害に伴い実

施された様々な事業、補助の総括を行うことが求められる。震災前には戻れない福島の産地において

新しい産地と流通システムを構築する必要がある。 

このような中で、廃炉を進めるための汚染水（トリチウム水）の処理と地元漁業の復興（本格操業）

が対立する事態が生じている。本稿では、震災9年の間に行われてきた農業農村における放射能汚染

対策と復興の到達点を確認した上で、今問題となっている汚染水と漁業の問題も含め震災 10 年以降

の協同組合間協同による復興政策の在り方について検討してく。 

 

第1報告『原子力災害から10年、新たな産地形成に果たす協同組合の役割』 

小山 良太（福島大学食農学類） 

 

第2報告『放射能汚染からの農地・農家・農業の再生』 

石井 秀樹（福島大学食農学類） 

 

第3報告『東日本大震災・原発事故から10年間の総括、避難・帰還の現場から』 

丹波 史紀（立命館大学） 

 

第4報告『原子力被災地域における農林水産業の復興過程と今後の課題』 

原田 英美・則藤 孝志（福島大学食農学類） 

 

第5報告『風評問題、トリチウム処理問題における生産・流通・消費の課題』 

関谷 直也（東京大学大学院情報学環総合防災情報研究センター） 

 

        ８月２９日（土） 学会賞表彰/国際交流          
 
開催方法：日本協同組合学会公式YouTubeチャンネルhttp://urx3.nu/ZoAUより配信 

内  容： 

・学会賞表彰（学術賞１件、実践賞２件、学会誌奨励賞１件を予定） 

・国際交流 韓国協同組合学会 会長 具丁玉氏 および 

中国・社会科学院・農村発展研究所  からのビデオレターを放映予定 
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          ８月３０日（日）個別論題報告            
 

日 時：2020年 8月 30日（日）09：30～15：00 

会 場：Zoomのウェビナーによる開催（同時双方向）※申込フォームによる事前申込制 

○ 報告時間：報告20分、質疑10分 

○ 第1報告：09：30～10：00   第2報告：10：00～10：30   第3報告：10：30～11：00 

第4報告：11：00～11：30  第5報告：11：30～12：00 

（昼休み ：12：00～13：00） 

第6報告：13：00～13：30   第7報告：13：30～14：00   第8報告：14：00～14：30 

第9報告：14：30～15：00 

 

座長 報告順 報告タイトル 報告者（所属） 

杉本 貴志 

（関西大学） 

第1 報告 
共済と保険の違いに関する論説の変遷につい

て 
岩田 恭彦（法政大学大学院） 

第2 報告 

中小企業組合における少人数総会開催方法の

検討―新型コロナウイルス対策指導の現場か

ら― 

堀井 真理生（福井県中小企業団体中央会） 

第3 報告 
阿波人形浄瑠璃の発展と非営利組織の役割―

徳島県勝浦町の事例をもとに－ 

段野 聡子（徳島大学） 

松本 卓也（徳島大学人と地域共創センター） 

前田 健喜 

（日本協同組

合連携機構） 

第4 報告 

A Study on Production and Marketing Aspects 

of Cooperative and Non-cooperative Dairy 

Farmers in Bangladesh 

MAYA Sultana（鹿児島大学大学院農学研究科） 

Ahmed Junayed（長崎ウェスレヤン大学） 

UddinYoshiharu Shiratake（長崎ウェスレヤン大

学） 

第5 報告 
教育現場で外国人農業技能実習生を対象にし

た調査と対応した事例 
林 彦輝（鯉淵学園農業栄養専門学校） 

昼休み 12：00～13:00 

橋本 直史 

（徳島大学） 

第6 報告 
農産物小規模輸出産地における農協の役割に

関する一考察 

成田 拓未（弘前大学） 

石塚 哉史（弘前大学） 

第7 報告 

地域における農協の持続可能性ー高知県土

佐町の施設再活用の事例から店舗統廃合の責

任を考える― 

阿高 あや（日本協同組合連携機構） 

藤井 晶啓 

（日本協同組

合連携機構） 

第8 報告 
福島県沿岸漁業復興の現局面―東日本大震

災・東電原発事故後10 年を迎えて― 
林 薫平（福島大学） 

第9 報告 
協同のこころを再構築する対話運動２.０―ＪＡ

ファシリテーターによる対話の場の創造― 
佐藤 和希（福島県農業協同組合中央会） 

※ 個別論題報告の要旨は、事前に学会HPにアップしますのでご確認下さい。 

※ 発表資料は申込者に限り、事前配付する予定です。 
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2020 年度 日本協同組合学会会員総会要録 

 

2020年度の会員総会については、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、学会ニュースレター

Vol.32 No.1(通巻84号)にてご案内したとおり、2020年6月17日までに書面表決書を提出いただき議決

としました。 

＜議決結果＞ 

 第1号議案 2019年度事業報告（案）について （資料は後掲） 

賛成69 反対0 で可決された。 

第2号議案 2019年度収支決算（案）について （資料は後掲） 

  賛成69 反対0 で可決された。 

第3号議案 2020年度事業計画（案）について （資料は後掲） 

賛成69 反対0 で可決された。 

第4号議案 2020年度収支予算（案）について  (資料は後掲） 

      賛成69 反対0 で可決された。 
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